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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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BV-7 36° 20’ 33.8501”
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栃木県足利土木事務所 2005-09-20 ～ 2005-09-23
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56.37 0.25 0.25 表土
(SF)

55.25 1.12 1.37

礫混じり
粘性土
(C-G)

53.17 2.08 3.45
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(Cht)

51.62 1.55 5.00
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(Cht)

黒褐

暗
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黒
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～
淡
褐

黒
灰

礫混じり粘性土。植物片やチャー
ト角礫混入し、やや有機質を呈す
。
崖錐堆積物で、礫混じりシルト
～粘性土。
礫はチャート角礫でφ1～5cm。
基質の含水は低く、締り緩い。
亀裂発達する。比較的新鮮堅硬で
1.6mまで片状コア、2.8～3.45m間
で短柱状～片状コアを呈する。ま
た、この区間で岩級区分はCH級に
属する。
1.6～2.8m間は風化著しくコアは土
砂状を呈し、やや粘土化する

比較的新鮮で堅硬。60度の亀裂目
立つ。
短柱状のコア形状で、岩級区分は
CHに属する。
4.25～4.45mに1cm厚の褐色粘土が
挟在。
RQDは3-4m：21、4-5m：57
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